
　大学でのいかなる「デザイン教育」が、現代社会から要

請される「デザイン」に合致しているのか、あるいは本質的

な「デザイン」の探求に寄与することができるのか、を本稿

では考察する。

　その際、本学での学生たちの意識、動向などを与件と

して考慮し考察することとする。多くの学生たちが、大学

入学後に進路について意思決定をすることが多く、「デザ

イン」に関連する職業に就くということに対して、あまりモ

チベーションが高くない。同時に、社会に対する適応力が

まだ不十分であることなどが、それに当たる。

「デザイン」の守備領域は、グラフィックからプロダクト、

ファッション、ウェブ、建築など広範囲にわたる。ここでは

広い意味での「デザイン」の理念を背景にしつつ、筆者の

専門であるグラフィックデザインを通して論を進めていき

たい。

　日本のグラフィックデザインの変遷を、株式会社竹尾発

行「紙とデザイン」（1）の各年代別の論考から見通してみ

る。

　向井周太郎は「1950年代　グラフィックデザインの黎明

期」の項で、1955年10月に開催された「グラフィック55」展

について「『グラフィック55』では実際に印刷され使用され

たポスターなどの制作物が、一般市民に対する啓蒙運動

として展示されたからである。それは、グラフィックのコミュ

ニケーターとしての社会性を広く一般にはじめて宣言する

ものであったといえる」そして、同展覧会で発表された山

城隆一の「森・林」（記憶が正しいとすれば、という注意

書きを付し）というポスターを取り上げ、「タイポグラフィ表

現の新たな可能性を開いた作品として記憶に残る」と評し

ている。同時に、原弘について「チヒョルトやモホリ＝ナギ

がはじめて伝達手段として位置づけたタイポグラフィを、原

が日本の書字体系の中で、はじめて日本のグラフィックデ

ザインにおける伝達言語の基本的手法として位置づけ、

集大成していったのだといえるだろう」と、原の日本におけ

る西洋的なタイポグラフィーの受容に注目している。

　そして1960年、日本で開催された世界デザイン会議を

経て、日本のデザイン界は発展を遂げていく。

　田中一光は「1960年代　高度成長とポスターの隆盛」

の項で、「日本におけるポスターの隆盛は1960代年から

70年にかけてピークに達した」と述べ、日本宣伝美術会

（JAAC）の活動を取り上げ、「栄光に満ちたJAACのコ

ンペは、日本のデザイナーたちのポスター信仰を一段と盛

り上げていった。こうしたクライアントのいないコンペティ

ションのポスターが、もっとも大きな評価の対象となるの

は、自己表出性、時代感覚を持った新しい概念、表現のオ

リジナリティ、つまり個性、前衛性が不可欠な要素となる。

クライアントの目的性を代弁するような、機能にそった表

現が後退し、なによりも作り手の独創性が重視される」と

書き記している。こうしたグラフィックデザインのベクトルは

経済の高度成長に合わせ、より刺激的で独自の芸術性を

獲得するひとつの文化として成熟していった。

　その後、日本宣伝美術会は1970年に解体されることに

なる。しかし、そのおよそ10年後、1980年渋谷パルコで「日

本グラフィック展」、83年伊勢丹で「JACA展」が開催さ

れる。

　これらの展覧会を踏まえ、佐藤晃一は「1980年　多

様化と個性の時代」の項で、「そのムーヴメントは、グラ

フィックとファインアートとメディアの垣根をいっきょに取り

払おうとするような夢を、その内実においてはらんでいた

と言ってよい」と述べている。　

　こうして見ていくと、復興を遂げ、経済の発展を成し遂

げた日本において、グラフィックデザインに要請された大き

な主題は「個性」であり、「自己表出性」であり、「時代

感覚」などであったと言える。

　そうした時代感覚に合わせたかのように、長く女子美

術大学で教育に携わった森啓は「デザイン原論」（2）の中

で、学生たちの評価に関して「いわば評価の差別化、区別

化のときに何を見るかというと、個性、あるいはもう少し言

えば造形性の面でのオリジナリティの表出とでもいうよう

な部分を、物差しの基準としていることが多いのではない

かと思います」と述べている。

　造形面からのデザインの把握は、最終の着地点を多く

は視覚的な表現に求める以上当然であり、武蔵野美術大

学発行の「graphic design」（3）ではグラフィックデザイン
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２．「デザイン」に求められるもの
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の造形要素として、「色彩、形、空間、タイポグラフィ、文

字、タイプフェイス、写真、イラストレーション」と説明して

いる。

　こうした造形面の「個性」「オリジナリィティ」を一義的

に考える潮流は現在も続いている。

　ところが、以下のデザインナーたちの活動から、少しず

つデザインの内包する造形性と同時に、「コミュニケーショ

ンとしてのデザイン」「ものと人間との関係性と捉えるデザ

イン」の考えの萌芽を、近年見て取ることができる。

　佐藤卓は、幾つかのパッケージデザインで注目され、

「21_21デザインサイト」の企画、 NHK番組「デザインの

あ」などによって、自身のデザインコンセプトを明確化して

いる。

　原研哉は「無印良品」などの商品開発、広告、武蔵野

美大でのデザイン教育活動、あるいは多くの著作によっ

て、デザインの新たな思想面を切り開いている。

　佐藤雅彦は多くのすぐれたコマーシャルフィルムの制作

を経て、慶應義塾大学、東京藝術大学での教育活動で

先端的な視覚言語の実験により、デザインのフィールドを

広げている。

　彼らの活動は「自己表出」としてのデザイン行為からは

「変容」し、時代が要求するデザインのあり方を「デザイン

手法」という狭いフィールドから逸脱していくように考えら

れる。

　このような潮流の元、学生たちが「デザインについて学

ぶ」ということは、「造形的な個性の獲得」という自己表

現の高度化ではなく、「コミュニケーション活動への希求」

であり「明晰で、時代に即したコミュニケーション」の方

法を手にすることではないだろうか。「デザイン教育」とし

て、技術的な専門性の高度化に費やす時間は必要であ

るのだが、それ以上に「情報の本質」や「関係性」を、学

生自ら「社会生活」の中で発見することが、より「今日的

なデザイン教育」に必要な視座となりつつあるように考え

る。

　したがって、「デザイン」をスタイルなどの表現の問題と

して捉えるのではなく、「人とモノとの関係」「コミュニケー

ションの媒介装置」としての思考を根底に据え、理念とし

ての「デザイン」を学ぶ必要がある。

　現実的な教育カリキュラムとしては「専門的な技術教

育」と「デザイン理念の探求」の２層的な形態をとることに

なるが、より後者への理解を深めていくことが要求される。

　この項では、実際の課題と学生たちの作品を紹介す

る。慣例的に「作品」と称しているが、むしろ学生たちの

「解答」と言い直す方が適切であるかもしれない。

課題1　コミュニケーションデザインA　３年生前期

「本を再構成する」

小説、画集、詩集、絵本、図鑑、料理のレシピ集、情報

誌、写真集などの様々な内容、形態の「本」がある。ここ

では、自分自身が考える「本」をデザインする。

「本」という概念を拡張してみよう。

あるいは造本の新たな実験、

あるいはタイポグラフィーの新たな実験、

あるいはメディアとしての「本」の再構築。

これも「本」と呼べないか？

あるいはこうすれば「本」になるのでは？

情報を束ねると「本」になる？

立体物としての「本」?

［条件］

個人制作

サイズ、ページ数、色数、紙質は自由

［目的］

１　「本」という形態・機能・意味への考察

２　「編集」という行為を学ぶ

３　タイポグラフィの実際的な表現を試みる

----------------------------------------------------------------

　ここでは、レイアウト、タイポグラフィ、装丁などの実践

的なブックデザインに関わるデザインワークを学習しなが

ら、「本」というメディアのあり方へと考察を進め、実体化

させる。

　グーテンベルクの活版印刷術の発明から、多くの活字が

開発され、本という形式が歴史の中に固定化されていっ

た。ところが、インターネットの普及により、人々の情報へ

の接し方が劇的に変化する時代を迎えている。相対的に

紙による「本」はその役割を終えつつあるように見えるが、

ここでは新しい「本」の可能性を見つけ出す試みがなされ

ている。　

　まず、思考の出発点として、「季刊タイポグラフィNo２　

特集杉浦康平　人と作品」（4）に掲載された杉浦の「書物

＝複合化された時空間」がある。ここで紹介されている

のは１から22までの「制作メモ」であるが、杉浦が試みた

「書物の歴史自体が内包し、潜在させていた諸内容の解

体と再還元」を、現在インターネットなど新しいメディアが

活性化している時代の中で、再検討を行う。

３．デザインの「変容」

株（１） 式会社竹尾創立100周年記念「紙とデザイン　竹尾ファイン
ペーパーの50年」発行：2000年４月19日　発行者：株式会
社竹尾
「（２） 女子美術大学講義録　書物を構成するもの③　デザイン原
論」　発行：2008 年５月30日　著者：森啓　発行者：女子美
術大学

４．教育事例

「（３） graphic design」 P4「グラフィックデザインの領域」より
発行：2004年５月30日　　発行者：株式会社武蔵野美術大
学出版局
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　さらに前提として、エル・リシツキーの「タイポグラフィ

の地形学」（5）を参照する必要がある。寺山祐作の「その

書物に対するマニュフェストにも現れているように、リシツ

キーの斬新さは新たなテククノロジーとコミュニケーション

の目的に対して常に新しい表現の可能性を求めていったと

ころにある」との発言にあるように、テクノロジーの広がり

とメディアとしての「本」を、学生たちはさらに強く意識す

ることとなる。

　また、佐藤卓が関わる「21_21デザインサイト」の活動に

当てはめてみると、そのマニュフェスト（6）にあるように「日

常の出来事や人の営みに関わるあらゆるものごとをテーマ

に、『世界をとらえる視点』を示していきます。いままで

見えなかったものに気がつくと、いろいろなことがつなが

りはじめて、さらなる拡がりが生まれていく」。21_21デザ

インサイトではこうした視点から「水」「チョコレート」「単

位」などを展覧会のテーマとし、狭義の「デザイン」を扱う

だけではなく、生活全般における人々の意識を挑発してい

く。この課題では、そうしたコミュニケーションの実相として

「本」を考えた時、どんな表層としての「本」が浮かび上

がるのか、学生たちは思考を深める。

　さらには、原研哉が武蔵野美大で連続して行っている

「Ex-formation」（7）になぞらえて言えば、慣れ親しんだ

「本」の不可知な部分を発見しようとする試みでもある。　

幾つかの方向性を示しながら、従って学生たちはかなり広

範囲な思考の基に、各自が「本」のデザインを提案するこ

とになる。

「（４） 季刊・タイポグラフィNo２ 　特集・杉浦康平　人と作品」
発行：1974年１月25日　発行所：柏書房株式会社
「（５） graphic design」 P17「グラフィックデザインの原種　エル・
リシツキー」　寺山祐策
発行：2004年５月30日　　発行者：株式会社武蔵野美術大
学出版局
2（６） 1_21DESIGNSIGHT 第２回企画展　佐藤卓ディレクション
「water」展覧会カタログ
発行：2007年２月１日　発行：21_21DESIGNSIGHT 
「（７） Ex-formation エクスフォーメーション　四万十川」
発行：2005年11月25日　著者：原研哉ゼミ
発行所：中央公論新社

積ん読させない本 西村 奏美
「積ん読」という言葉があります。本を購入して読まずに積んでおく状態ことです。

この作品は本棚に整理整頓することなく、段々と積み重なっていってしまう状況を改善

せざるを得なくするものです。さあ、あなたにこの本が積めますか？無理矢理積もうと

しないで大人しく本棚に片付けることをお勧めします。

積ん読させない本 西村 奏美

小口＜のど
小口からのどにかけて幅が広く、厚くなっていく。
それによって角度がつき、斜めになる。
一定の冊数を積み重ねると、角度により滑り落ちる
。

2013 年制作　3年　西村奏美

Cloth Book 123145 栗田志穂
本の概念として、「ページが紙であること」、「材質のため折れたら跡が残ること」に着目し、ページが全て布
でできている本はどうだろうか、と提案します。この本の特徴には「破れない、折れない、」というものがあ
ります。エピソードとして、鞄の中に入れていた本が他の荷物のせいで折れ曲がってしまったり破れてしまっ
た経験はないだろうか。その改善策として、この「折れない本」を困難した。その特性を生かし、鞄の中に入
れる際は、丸める事でコンパクトにすることもできる。

◀かばんの中に入れる際も、丸めてコンパクトに収納
することができる

▲横から見るとふわふわとした布の柔らかさが安心感
をくれる

▲ページが紙の場合では勝手にページがめくれてし
まうが、布がページであるため開いたところを、そのま
まの状態を保てる。

◀持ち歩きに丁度良い文庫本サイズ

2014 年制作　3年　栗田志穂
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光る本
本と言う媒体は読むだけのものと思っているようだが、本自体の美しさを生かしインテリアま
たはファッションアイテムとしての機能をえることが出来る。
本自体が光ることで本の存在が明確になり、「本」と言うものを媒体としてではなく美しい物体
として私たちはとらえることが出来るようになる。

他の本よりも確実な違いが明確で本自身が主張している

人が持つことによって本だけではなく本を所持している
人も普段より美しくかっこ良く映り、普段の空間が現実
からしばしの間はなれるような幻想的な空間になる。

説明
13131225 望月誓

光る本 ビジュアル
13131225 望月誓

2015 年制作　3年　望月誉

模様かがりの浮かぶ本 13131215　鈴木七海

模様かがりというものをご存知だろうか。裁縫に置ける技法の一つで球体や円状のものに糸を
幾重にもかがって文字通り模様を描き、手まりや加賀ゆびぬき等の鮮やかな伝統工芸品を創出
するのに使われている。糸の張りが模様の美しさの決め手になるため張力の強い立体に縫うこ
とが前提だったが、その模様かがりが平面という分野でも通用するか否かの実験的制作として、
今回の「本を再構成する」という課題に布と糸を用いて探る試みを行う。

開くと言う本特有の行為によって糸が引っ張られ模様が整い艶が出る。

伝統的技法に合わせ外装を和綴じ風にまとめる。

13131215　鈴木七海

模様かがりというものをご存知だろうか。裁縫に置ける技法の一つで球体や円状のものに糸を
幾重にもかが て文字通り模様を描き 手まりや加賀ゆびぬき等の鮮やかな伝統工芸品を創出

開くと言う本特有の行為によって糸が引っ張られ模様が整い艶が出る。

合わせ外装を和綴じ風にまとめる。伝統的技法に合

今回制作した本は、布部分の縁ではなく面の部分を掬い縫
うことで本のページとページの間の空間に糸を渡して模様
をかがっていく方法を試行した。閉じた状態では何の変哲
のない和本だが、捲るとページを開く力のはたらきで折り
弛んだ状態の糸がピンと張り糸のみで構成された模様が浮
かび上がる。平面体と立体を組み合わせた仕掛け本を思わ
せる形を作り上げた。

い縫
模様
変哲
折り
が浮
思わ

模様と技法

開き刺し／元録 まわし刺し／青海波

重ね刺し／琴柱 並刺し／矢鱈縞

くぐり刺し／市松

制作に用いた技法は加賀ゆびぬきという伝統工
芸と同じ技法でかがり模様を作る。それぞれ刺
し方や模様が異なり、それで変化を付けること
は基本だが部分部分の色を変えるだけでも印象
がガラリと変わる美しさもかがり模様の魅力の
一つである。

2015 年制作　3年　鈴木七海2015 年制作　3年　榛地佐織
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課題２　コミュニケーションデザイン基礎D　２年生後期

「Paper Boxデザイン－箱の意味・機能・形態」

デザイナーにとって紙は身近な素材である。この紙を使用

して「箱」をデザインしてみよう。「箱」の機能を考えてみ

ると、一般的にはパッケージとして中身を店頭で商品化す

る機能や、外部から保護する機能などがある。また、ギフ

トとして、相手に愛情を伝えるなどメッセージ性を発信す

ることもある。ここでは様々な「箱」の性格を自ら規定し、

それに合わせて箱をデザインしてみる。

　構造の新規性を追求する方法もある。グラフィック的な

美しさを表現しても良い。あるいはプレゼントのように、あ

るメッセージを託すことも可能だろう。

　「箱」という規定の中でどのような表現が可能か、ある

いは箱のメディア性を発展させることは可能か、考えてみよ

う。

[条件]

１　素材は紙を主要な素材としてして使用。ゴム、ひも、

留め金など一部に使用することは可

２　箱の形態、サイズ（長辺が20センチくらいが妥当）、

加工は自由

３　箱の目的は自由

４　紙にプリントしても可

５　いくつかの箱をシリーズ化しても可

［目的］

1　紙の性質を学ぶ－－構造の開発

2　新しい発想に取り組む－－機能の開発

3　意味の分析

----------------------------------------------------------------

　この課題では、具体的な製品や贈答用のパッケジデザ

インを求めるものではない。ここでは、まず乱暴に「箱」と

提示されたものを、意味性、機能性、形態面から学生自

身が解析しなければならない。

　1996年原美術館開催の「倉俣史郎の世界」展カタログ（8）

で横山正が倉俣の1976年発表の「GlassChaie」を例にあ

げ「倉俣はすでに述べたとおり構築性を、あるいは技術の

あとを消去しようと努めたが、それはこの世のあらゆる既

成概念から人 を々解き放ちまったくの自由の世界へ誘う決

意の表明であった」と述べている。「椅子」という既成概

念からの解放を意味する「椅子」の存在は、デザインとい

う行為が、単なる批評性に終わらず、常にものの存在を経

て、問いただす行為であることを示している。

　そして現代のデザインに照らし合わせてみると、原研哉

の提唱する「Ex-formation」、「secondary-function」（9）

という情報や機能に関わる問題を、論理的な構想力とし

て学生たちは獲得することを要求される。

「（８） 倉俣史朗」倉俣史朗の世界展カタログ
発行日：1996年６月29日　
発行：財団法人アルカンシェール美術館
著作：原美術館
「（９） デザインクォータリー　第２号」
p26 「secondary-function」原研哉ゼミ
発行日：2006年３月１日　
発行：株式会社翔泳社

COLORFUL LINE BOX 123145 栗田志穂
私の「箱」のイメージは「中に物体を入れても変形しないもの」。目指したのは「錯覚を起こす箱」。面の白さ
と辺の色によるコントラストによって、「立体」であることをより強調した。面をつなぎとめる 4 色の有彩色
の線が栄えるように面はすべて白にした。加えて、それぞれの箱に補助線を入れ、面が消えるような錯覚を起
こした。

錯角形 123145 栗田志穂

2014 年制作　3年　栗田志穂
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執念｜Paper Box
箱とは何かを考えた時、私はまず何かを閉じ込めるものだと思った。その為箱には、
閉所感がある。なので私は箱に開放感を求めることで箱の閉所感を無くそうと考
えた。
結果、箱を全面網目にすることで、空気を感じる作品となった。また吹抜きとい
う開放感、そして網目という束縛感の矛盾を意識した箱になった。
複雑な網目の模様は私の執念を可視化したものとなっている。

▲ 吹抜き
目に見える開放感。複雑で難しい網目だが、空気を感じることの出来る解放感
と箱の色により、重たい印象はなく透き通った雰囲気を生み出している。
箱の向こう側にある景色を箱の模様にすることの出来る作品。

13131209　坂本実由

組み立てるはこ 13131230  渡邉美颯

この箱は自分の好きな形に組み立てることができる。
辺に切れ込みと一カ所にでっぱってる部分があり、
切れ込みに差し込むことにより、組み立てができる構造。そのた
め、積み上げるだけではできない組み立て方ができることが一番
の魅力。
そして、差し込むことにより、安定がとれる。
外見は積み木のようにカラフルに。見ても楽しい、組み立てる際
に配色して楽しいデザイン。

▲影
箱の網目はすべて無秩序に作られている。その為、生み出される影は重なり合って、
複雑な模様になっている。箱と光の配置が変わるたびに、影もまた見せる表情を
変えていく。
影もひとつの作品になる。

▲差し込み部分と出っ張ってる部分。この部分に差し込み組み立てる

▲積み上げるとこではできない組み立て方、赤い箱の下に何も無くて
も形を保つことができる。

2015 年制作　2年　坂本実美

2015 年制作　2年　坂本実美

ねじられた箱 13131208 坂野里奈

箱といえば、角と角が合い真っ直ぐな立方体を想像する人が多い
でしょう。これはその概念を覆すような箱です。平行、垂直になっ
ている箱がねじ曲げられたら、一体どのようになるのでしょうか。
いつもとはまるで違う箱の印象に不思議な感覚を覚えるでしょ
う。

側面に線を入れ凹ませ、一つ一つを繋ぎあわせた。
明確に捻られたことがわかるほうが良いと考え、高さ 20cm、横
4cm、幅 4cmで作製した。

2014 年制作　2年　坂野里奈
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課題３　コミュニケーションデザインC　３年生後期

A 「登呂博物館VI計画」

　2009年10月にリニューアルオープンした、静岡市立登呂

博物館のVI（ビジュアル アイデンティティー）計画を策定

する。ベーシックデザイン、アプリケーションデザインの開

発。プレゼンテーションボードの制作。　

［条件］

１　個人制作

２　パネル展開でプレゼンテーション

３　登呂博物館の情報の視覚化、に力点を置く

４　実用性、実効性は特に求めない

５　「トロベー」などキャラクターは原則使用しない

　

B「登呂遺跡の魅力を、感性的に訴求するポスターの制

作」

　登呂遺跡は戦争中に発見され、戦後、科学的な発掘作

業により日本人の誇りのよりどころになった遺跡である。

弥生文化を代表する遺跡として教科書にも掲載されてい

たが、その後吉野ヶ里遺跡など他の大規模な集落等が発

見され、現在はやや影が薄い状況と言える。そのような登

呂遺跡に興味を持ったり、印象を強くしたり、面白さを感

じたりするポスターを佐藤雅彦の「勝手に広告」（10）を参

照しながら製作する。

［条件］

１　サイズ：B2　インクジェットで出力

２　「トロベー」などキャラクターは原則使用しない

３　一般的なポスターのカタチでなくて良い

　　キャッチコピーなど不要

［目的］

１　この課題ではCI計画の知識を獲得し、VIとしての方

法論を模索する

２　発想を基盤としたデザイン思考のなかで、シンボル

マーク、あるいは抽象化の方法論を考える

３　システムとしてのデザインの形態化を実施

----------------------------------------------------------------

　この課題では、中西元男著「コーポレート・アイデンティ

ティ戦略　デザインが企業経営を変える」（11）をテキスト

に、PAOSのデザイン活動を参考としてCIについて学習す

る。同時に、登呂博物館のVIの開発と、同博物館を感性

的に訴求するポスターのデザイン、という二つの制作を試

みる。

　まずVIについては、シンボルマークやロゴタイプのデザ

イン、その展開案の制作とオーソドックスなものであるが、

考え方の道筋を、佐藤卓の「金沢21世紀美術館」のシン

ボルマークデザインの開発手法を参考にし、よりコミュニ

ケーション性を強調した方策を取っている。

　佐藤は、雑誌「デザインノート」誌で「金沢21世紀美術

館」のシンボルマーク制作と、決定のプロセスを説明して

いる。21Museumの21やMを元にしたシンボルマーク案

はプロのデザイナーであれば容易に制作できるとして、こう

した方向性を排除している。この「金沢21世紀美術館」と

いう、現代美術作品を展示する美術館の考え方をカタチ

にするという「意味性」を重視し、その特徴を「輪ゴム」や

「レンズ」などに翻案するデザインを提示し、最終的に美

術館の建築の平面図を取り上げた案が採用されている。

　従ってこの課題では、「登呂博物館」が有する「弥生文

化」「稲作」「発掘の歴史」「土器」その他多くの情報に

接し、発見することから始まる。

　このシンボルマークにどのような「意味性」を与えるの

かに徹底的にこだわる。その後で、造形的なカタチを模索

し、洗練させる。この「意味性」の発見が、博物館に関わ

るスタッフの方々が普段気づかないような、あまり感じてこ

ないような問題意識を浮き彫りにする、という批評的な効

果もある。

　ポスターについては、一般的な観光ポスターではなく、

実態としての博物館がUnderstanding Museum（理解

する博物館）であれば、Impression Museum（実感する

博物館）として、言葉ではなくイメージとして感性的に訴求

できるよう、工夫する。

「（10） 勝手に広告」
発行日：2006 年 9月30日
著者：中村至男 + 佐藤雅彦　
発行：マガジンハウス
「（11） コーポレート・アイデンティティ戦略　デザインが企業経営
を変える」
発行日：2010 年 4月30日
著者：中西元男
発行：株式会社　誠文堂新光社
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登呂博物館 　　　　　松下美里

アプリケーションデザイン案 看板などに使うだけではなく、案内表示として室内に使う事も出
来る。色のバリエーションを多く作れるのでいろんな場面で活用
が可能である。

弥生体験展示室登呂交流ホール図書コーナー

２F
常設展示室
特別・企画展示室
休憩・展望フロア

藤田　奈己登呂 VI 計画　

TORO MUSEUM

登呂遺跡は子供たちが遊びながら学ぶ場である。子供たちが遊ぶ組木をイメージして、「トロ」の文字を作成した。子供たちが登呂
遺跡をあらゆる角度から見ることができることをトロの文字で模様になるように作成した。

登呂博物館 　　　　　松下美里
登呂の「と」と「ロ」を用いたロゴマーク。三角や四角の単純な
形と明るい色彩を使うことで博物館という固いイメージを無く
し、登呂博物館の良さであり強みである体験して学ぶ楽しさを伝
える為にこのロゴを制作した。

静岡市立登呂博物館

静岡市立 登呂博物館

toro
museum

▲□案

アプリケーション展開　

子供たちが身近に感じることのできる積み木のおもちゃとハンカチに展開したアプリケーションを提案する。遊びながら登呂を感じ
ることができることと手に触れることで登呂を思い出す。

●「トロ」模様の配色

2013 年制作　3年　松下美里

2014 年制作　3年　藤田奈巳

登呂博物館
S h i z u o k a  C i t y  T o r o  M u s e u m

登呂博物館
S h i z u o k a  C i t y  T o r o  M u s e u m

登呂と遊ぶ 113172　西村　友里
好きな形で自由に登呂のイメージを形どり、好きな色で構成する。基本のベースを元に遊び心

溢れるオリジナルのシンボルマークを生み出すことが出来る。

登呂博物館
S h i z u o k a  C i t y  T o r o  M u s e u m

登呂博物館
S h i z u o k a  C i t y  T o r o  M u s e u m

◆ シンボルマーク制作イメージ 1.  ベースデザイン 2.  オリジナルデザイン

登呂と遊ぶ 113172　西村　友里
着眼は、決まった形の無い土器から。人によってモノの形や色、想像、捉え方は違うのではな

いだろうか。見る人々が、様々な捉え方をする博物館の象徴は決まった形で無くとも良いと考

えた。土器をモチーフにした破片、自由に形を作れるパズル式のシンボルマークを提案する。

登呂博物館
S h i z u o k a  C i t y  T o r o  M u s e u m

＝

2013 年制作　3年　西村友里

昭和 18 年発掘ロゴ案 鈴木 真歩

昭和18年の工事中、水田の下 1ｍの採土から多くの木製品が出土し、さらに水田跡と考えられる杭列も発見された。
穴を掘っている時に見つけたことから穴をイメージさせるシンボルにし、また左から 18 番目の線を特徴づけ、昭和 18 年に発見されたとい
うことを示すものにした。

TORO MUSEUM

T
O
R
O
 
M
U
S
E
U
M

昭和 18 年発掘アプリケーション

丸形ケース

竪穴式住居をイメージするデザインから中にものが入るという
意味でケースにしました。

麻バック

弥生時代、火おこしの為に使われた麻は登呂とも深い関係があ
ると思い麻のバックにしました。

TORO MUSEUM

2014 年制作　3年　鈴木真歩

A 「登呂博物館 VI 計画」
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123154 　田形友里恵

T O
 R O

 M
 U S E U M

T O
 R O

 M
 U S E U M

アプリケーションの提案　－ グリーティングカード ー
写真サイズのグリーティングカードを提案します。風景を切り取るのもよし、写真を撮るのもよし、写真を添えて郵送するもよし。
眼鏡をかけたつもりで学んだことを、眼鏡のフレームを通し共有してほしかったのでこちらを制作しました。

▲ 登呂の風景を切り取る

▲ メッセージと写真を添えて郵送

▲ 記念撮影

T 
T 

登呂で学ぶ

▲ 登呂の風景を切り取る

123154 　田形友里恵

　このロゴは、集落、静岡県の富士山、そして博物館であるということから、勉強で
きる場という意味で眼鏡の要素を持っています。直線を組み合わせてシンプルな構成
にすることで、直感で伝わるロゴを目指しました。
　カラー展開は、竪穴式住居をイメージしたカラー、富士山をイメージしたカラーの
2種類を制作しました。

登呂で学ぶ

T O R O M U S E U M

登  呂  博  物  館

T O
 R O

 M
 U S E U M

T O R O M U S E U M T O R O M U S E U M

T O
 R O

 M
 U S E U M

T O
 R O

 M
 U S E U M

2015 年制作　3年　田方友里恵

2015 年制作　3年　三田彩乃

2015 年制作　3年　和田佑

地層壷 113146　木村 仁美
登呂博物館へ来場させていただいた時に二階の常設展示室で見た弥生時代の地層がコンセプトです。形は弥生時代の代表ともいえる弥生土器ですが、下のピースから順
に縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代…と地層が積み重なっているイメージで作りました。下から二番目のピースが一つだけずれているのは、その弥生時代の地
層をそっくりそのまま抜き出したように、登呂博物館では弥生時代のことが感覚的にも視覚的にも分かるという意味合いです。またシンボルマークのフォルムは一階の
弥生体験展示室に置かれていた弥生土器のパズルからも着想を得ました。

静岡市立登呂博物館
ロゴはヒラギノ丸ゴ Pro W4 がシンボルマークと相性が良いです。

静岡市立登呂博物館

静岡市立登呂博物館

（2 0 / 2 0 / 1 0 0 / 0）

（5 0 / 7 0 / 1 0 0 / 1 5）

●アプリケーションデザイン

このシンボルマークの一番の特徴は地層を意味していることです。地層は重な
り合っていることからティッシュボックスとブックカバーのアプリケーション
デザインを考案します。

2014 年制作　3年　木村仁美

B「登呂遺跡の魅力を、感性的に訴求するポスターの制作」
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　筆者が担当するビジュアルデザインコースのカリキュラム

は、造形学部造形学科の位置付けであるが、美術的な要

素だけではなく、マーケッティング、マネジメントなど社会に

おける経済活動としてのデザインも視野に入れている。前

述したように、学生たちの資質、動向を加味したものであ

るが、現代の「変容するデザイン」のあり方を考えると、ま

すます「コミュニケーションとしてのデザイン」の位置付け

を明確化し、生活を基盤にした「デザイン教育」の重要性

を痛感する。

　本稿を執筆している2015年は、オリンピックに関して、

「新国立競技場」「大会エンブレム」などの問題で、人々

が「デザイン」を強く意識した年として記憶されるであろ

う。人々が「デザイン」に何を望み、「デザイン」がどのよう

な形で社会の要請に応えることができるのか、を考える良

い機会になったと思われる。

５．おわりに
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